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2019                                創立大正 8 年 12 月 1 日 

医
療
法
人 

佐
藤
病
院
の
歩
み 

初
代
栄
七
・
二
代
目
善
一
郎 

初
代
院
長
佐
藤
栄
七
は
明
治
二
十
年
福
島
県
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
東
北

帝
大
医
学
部
を
卒
業
後
、
福
島
県
郡
山
の
太
田
病
院
に
勤
務
そ
の
後
上
京 

     

二
代
目
院
長
佐
藤
善
一
郎
は
新
潟
大
学
医
学
部
卒
業
後
慶
応
大
学
病

院
内
科
に
て
勤
務
。
の
ち
に
栄
七
の
跡
取
り
と
な
り
ま
し
た
。 

大
正
八
年
創
業 

佐
藤
栄
七
は
医
学
部
を
卒
業
後
、
大
正
八
年
二
月
、
横
浜
の
南
区
日
枝

神
社
の
近
く
に
土
地
を
見
つ
け
、
大
正
八
年
十
二
月
一
日
に
佐
藤
医
院
を

開
業
し
ま
し
た
。 

佐
藤
医
院
は
地
の
利
も
得
て
遠
く
か
ら
の
患
者
も
多
く
大
変
盛
業
で
あ
っ

た
そ
う
で
す
。 

 

こ
の
写
真
は
大
正
十
一
年
こ
ろ
の
も
の

で
当
時
の
佐
藤
医
院
の
ス
タ
ッ
フ
の
写

真
で
す
。
後
列
右
か
ら
二
人
目
が
院
長

栄
七
で
す
。
女
性
は
着
物
姿
で
時
代
を

感
じ
ま
す
。
子
供
の
姿
も
多
く
、
ほ
と

ん
ど
家
族
写
真
の
よ
う
で
す
。 

 

 

開設時のスタッフ 

  

 

 

 

大
正
か
ら
昭
和
へ
二
度
の
焼
失 

大
正
十
二
年
九
月
一
日
関
東
大
地
震
が
お
こ
り
医
院
も
自
宅
も
炎
上

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
焼
け
跡
に
医
院
を
再
建
、
診
療
を
続
け
ま
し

た
。
し
か
し
昭
和
十
六
年
に
は
、
太
平
洋
戦
争
が
勃
発
し
ま
し
た
。
戦

火
は
拡
大
し
、
昭
和
二
〇
年
に
な
る
と
本
土
爆
撃
が
よ
り
激
し
く
な

り
、
つ
い
に
五
月
二
九
日
の
横
浜
大
空
襲
に
て
病
院
は
直
撃
弾
を
う
け

再
度
焼
失
し
ま
し
た
。
昭
和
二
十
一
年
十
二
月
に
再
々
建
し
二
十
床
の

病
院
と
な
り
ま
し
た
。
写
真
は
再
々
建
後
の
正
月
時
の
建
物
と
当
時
の

ス
タ
ッ
フ
で
す
。 

      医
療
法
人
化 

昭
和
二
十
五
年
に
個
人
病
院
か
ら
医
療
法
人
に
経
営
形
体
を
変
更
し

ま
し
た
。
昭
和
二
十
六
年
に
一
部
増
改
築
工
事
施
行
六
十
八
床
と
な
り

ま
し
た
。 

診
療
所
・
産
院
開
設 

昭
和
二
十
七
年
に
は
日
枝
小
学
校 

隣
地
に
お
三
宮
診
療
所
を
開
設 

そ
の
後
、
同
診
療
所
は
お
三
宮
産
院 

と
な
り
地
域
住
民
の
産
院
と
し
て
の 

評
判
も
良
く
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。 

 

 

 

 

 

再々建時の病院(20 床) 

 

大正 11年 

当時のスタッフ 

昭
和
か
ら
平
成
へ 

  

昭
和
三
十
年 

増
床
工
事(

七
十
二
床) 

  

昭
和
四
十
年 

本
院
第
一
期
増
床
工
事
完
成 

  
 
 
 
 
 
 

救
急
指
定
病
院 

  

昭
和
四
十
六
年 

本
院
第
二
期
工
事
完
成 

  

昭
和
五
十
七
年 

病
院
新
築
工
事
完
成 

  
 

  

昭
和
六
十
三
年 

病
院
新
築
第
三
期
工
事
完
成 

平
成
十
二
年 

療
養
型
病
床
工
事
完
成 

 
 
 
 

 

さ
と
う
病
院
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
併
設 

 
 
 
 

 

さ
と
う
病
院
居
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
併
設 

平
成
二
十
二
年 

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
完
成 

 

 

平
成
二
十
六
年 

新
病
棟
完
成(

百
十
六
床) 

報
恩
感
謝 

当
院
裏
の
花
壇
の
中
に
初
代
栄
七
院
長
の
胸
像
が
あ
り
ま
す(

昭
和
三

十
二
年
制
作)

、
こ
の
胸
像
の
裏
に
は
栄
七
の
座
右
の
銘
で
あ
る
報
恩
謝

(

ほ
う
お
ん
か
ん
し
ゃ)

の
文
字
が
刻
ん
で
あ
り
ま
す
。 

こ
れ
は
今
の
自
分
が
あ
る
の
は
、
た
く
さ 

ん
の
人
の
お
か
げ
で
あ
り
、
そ
の
恩
に
報 

い
る
よ
う
な
生
き
方
を
し
た
い
と
い
う
意 

味
で
す
。
時
代
は
令
和
に
な
り
ま
し
た
が 

当
院
職
員
は
、
こ
れ
か
ら
も
こ
の
言
葉
を

胸
に
患
者
さ
ん
と
接
し
よ
り
良
い
病
院
に

発
展
す
る
よ
う
努
め
ま
す
。 

  

昭和 22年 

 

 
産院スタッフ 

   

 

初代 栄七 

二代目  
善一郎 






